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於
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通
ノ
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は
れ
て
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居
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、
保
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關
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せ
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し
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努
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ら
れ
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。
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濟
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れ
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迦
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ノ
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は
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政
府
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關
醤
由
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復
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論
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あ
つ
て
、
租
税
察
題
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求
め
に
腮
じ
て
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錄
を
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へ
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提
出
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襲
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介
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又
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應
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.
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條
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節
出
發
を
前
に
し
て
ス
-ミ
ス
は
初
代
外
務
眢
法
律
願
問
と
し
て
來
朝
し
た
の
で
あ
る
。

,

.

.ぐ

:
■'
 

S)

-•lErasmlls p
i
n
e

 

s
l
h

は
.一
八一

四
.年
ニ
ユ
ー

ョ
ー
ク
に
坐
れ
、
' コ
ロ
^/
ビ

ズ

大

學

ニ

ム

I
ト
大
學
を
卒
業
し
たo

以
卞 

實

-.
«
に
維
事
ー
康
#

次
ヌ
，な

^

^
と
^

、
て
：ま

：名

な

：
る

.；蕭

如

名

國

務

長

官

に

*
薦

洛

れ

：：ズ
0
:我

國
^
外

馨

願

問€
1>
:*
.
來

朝

じ

免

月
ま
で
滞
在
し
た
。
歸
米
後一

八
八一

一
年 
一一.
-

Vョ
ー
ク
に
狡
し
た
が
、
彼
は
屢
々
新
聞
雜
誌
を
發
刊
し
た
事
も
あ
り
、

'一
八
碁
一
.年 

忆
は 

M
's
g
l
 

o
f
 Political E

c
o
n
o
m
y

 

を

出

版

し

、

之

は

佛

語

に

も

譯

さ

，
れ

た

 
o (National cydopeadia. of 

g
2 ；a
p
h
y
,

及
：.
.

Pal 的
！；ave、s Dictionary .of... p

o.litipl... Economyi'vol.... III〕

.

.:
r彼
の
學
說
が
f
f
i
. 

p 
p
l
g
yの

1~忠
實
な
る
弟
子
し
の
地
位
を
古
め
る
事
は
自
他
共
に
許
す
'<
?
:こ
ろ
で
あ
つ
た
0
,
.
今
彼
.の
^
易
論
を 

紹

介

し

ょ

ぅ

.

.0
へ 

.

保
，謹
關
税
及
保
護
制
度
は
大
概
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國
家
は
、
そ
.の
國
の
勞
働
者
が
1
そ
の
靡
業
に
優
越
し
^
ゐ
る
.國
に
於
^
る
程
度
ま
で
訓
練
さ
れ
得
る
し
、
又
同
じ
機
械
を
使
用
し 

得
名
去
ぃ
ふ
見
込
さ
へ
あ
れ
ば
、
そ
の
產
業
を
始
め
る
べ
き
.で
あ
‘る
。
食
料
と
原
料
は
ど
こ
に
で
，も
豐
甯
.に
#
往
す
、る
9
.そ
の
上
外
國 

交
易
の
機
.械(

註
船
を
指
す
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國
內
，の
加
工
の
機
械
と
同
様
に
高
價
で
あ
る
。，
し
か
る
に
.で
場
は
.船
>'
り
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持
ち
し
、
又
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n
多
く
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作
り
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す
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'各
個
人
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限
ら
れ
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り
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ち
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の
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械
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械
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叫
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否
定
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理
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し
て
我
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矛
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す
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.の
で
は
な
い
。
問
題
は
：阈
家
間
に
於
け
る
未
々
の
自
靈
物
の
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な
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の
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あ
る0
.交
备
せ
.ん
4
欲
し
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目
的
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す
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の
、
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つ
ヤ|1
ら
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名
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縮
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、'
.國
的
交
易
克
培
養
す
る
に
あ
る
タ
原
農
業
坐
產
物
の
餘
剩
の
捌
ロ
は
、
そ
れ 

を
最
^
遠
く
運
搬
し
.得
る
形
態
に
す
石
事
に
ょ
0
て
：求
め
ら
れ
る
0
英
國
は
こ
卩
方
法
^
1:
:つ
て
發
展
し
た
Q
2:
'̂
P
. 22

0
)
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ミ
'ス
ぼ
次
圮
保
護
制
度
に
依
：つ
て
坐
產
.が
安
價
^'
な
つ
*
事
を
亲
す
爲
に
、N
o
r
t
h
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:取
午
一
'月 

.

0論

說

を

引

用

，
し

、

大

陴

及

合

衆

.國

.€>

.綿

織

物

及

：毛

織

物

が

盛

焯

輸

：出

さ

れ

 ̂

.
大
莢
带
國
と
同
檬
に
安 

:

'
い
1

甘
製
造
ず
る
力
は
、
そ
れ
を
求
*
斧
國
ーk

於
て
ハ
は
襄
な
る
機
護
允
依
つ
て
達
成
せ
.ら
れ
た
。
.斯
か
る
政
策
.を
採

，
つ
'た

諸

國

は
 

富
と
力
と
を
增
し
'
英
證
服
從
ず
る
國
家
：は
：抵
抗
ガ
を
失
つ
た
。
，英
國
办
自
然
的
利
鼢
ぱ
亦
人
エ
<£
>
:%;
の
.で
"あ
.り
、：
そ
れ
ゆ
た
ぇ
ず 

減
少
し
て
ゐ
.る(ibid., 

p. 

2
2
2
)
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:

.

,

:
:
.
.
:
し
扒
ら
ば
如
何
な
る
方
法
に
ょ
つ
て
保
護
を
行
ふ
か
0
最
後
の
一
章
—

府」

に
於
て
'

一
 

舣
祖
稅
論
か
ら
進
ん̂

保
護
關
f

論

、

じしてゐる

。

.
,
-

- V

4
社
會
が
、
自
己
の
食
料
と
原
料
と
を
國
內
で
結
合
し
-た

方

が

、
，
外

國

で

潙

さ

るべき

加
工
の
.勞
f

求
め
る
ょ
り
安
價
で
あ
る
と 

判

斷

し

、

そ

；ぅ

：す

る

事

に

侬

づ

て

.そ

.の
社
會
0'
總
隹
齡
量
を
增
加
せ
.ん
と
し
て
、
.勞

働

者

が

訓

練

の

爲

に

、

社

會

€
.
資

本

の

一

部

を

投
 

:入
す
る
。
そ
の
場
合
國
內
«'
品
に
對
し
、
輸
ん
品
ょ
り
高
い
價
格
を
支
拂
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
犠
牲
は
訓
練
の
進
展
す
.る 

に
從
つ
て
減
少
し
、
終
に
は
消
滅
す
る
。
し
か
し
乍
ら
各
個
人
は
そ
の
個
人
的
利
益
か
ら
.
安
い
輸
入
品
を
撰
ぶ
で
あ
ら
ぅ
か
ら
、
そ 

れ
を
防
ぐ
に
は
ニ
つ
の
方
法
が
あ
る
。
即
ち
そ
の
.

1

は
、
國
內
坐
靡
者
に
獎
勵
金
を
支
.出
す
る
目
的
の
爲
に
、
全
社
會
.に
平
等
把
貢
納 

金
を
賦
課
す
る
方
法
で
あ
る
。
之
に
對
す
る
反
對
論
は
、
.そ
れ
は
そ
の
商
品
の
消
費
苕
‘の
利
益
©;
爲
fc
.:^
'l
i
l會
ね
課
税
ず
る
、
と
い
ぶ
。

''
.
"或
は
又
0
外
國
座
產
者
は
價
格
茫
引
ポ
.げ
で
_
獎
働
金
0
.目

的

を

打

雜

じ

得

る

；
炫

(

爷 

：-. 

重
荷
は
綏
和
さ
れ
ず
し
て
、
消
费
者
o'
み
が
別
下
の
利
益
を
受
け
る
•、
と
言
ふ
。
第
二
の
方
法
た
る
一
定
の
關
税
の
赋
課
は
、
外
國
商 

品
の
價
屈
を
高
め
、
未
來
の
引
下
に
，依
つ
て
利
益
を
受
け
る
べ
き
、消
§

に

税

-5
:
拂
は
.せ
名
0.,而
し
て
、r

國

內

坐

產

.：の

費

用

が

減

少

す
 

る
に
從
て
、
外
國
の
生
產
者
は
關
稅
.のI

部
を
支
拂
は
せ
し
め
ら
れ
、
か
く
で
そ
の
國
の
收
入
及
び
そ
の
國
の
税
金
.突
拂
激
の
援
助
に 

叨
治
初
頭
に
於
け
る
保
謅
質
易
思
想
ぜ
w
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四

(

1
五〗

§

〕

'寄
與
す
る
o 
'
そ
れ
は
國C

组
產
者
に
於
け
る
熟
練
の
續
進
•器
械
.の
改
良
•市
場
の
擴
張
と
共
に
、
保
護
さ
れ
た
商
品
の
價
枪
が
下
落
す 

る

に

從

，て

增

加

も

て

、

.被
に
は
罰
金
と
し
.て
作
用
し
、
終
に
そ
れ
■は
消
^
者
.に
對
.す
る
税
金
で
は
な

く

な

，つ

.て
し
ま
ふ」

(
i
b
F

 

pp.

2
6

6
-

2
6

7
3

0

,;
.
て

：

,

•:

ス
、？
ス
が
來
朝
し
炎
の.は
*
こ
©
原
論
の
出
版
後
十
五
铝
經
つ.

u

か
ら
で
'あ
る
.。
惟
ふ
に
、.彼
の
幼
稚
產
業
保_
論
は
、
新
政
府
の 

經
濟
政
策
に
於
て.茁
に
利
用
さ
る
べ
き
も
の.で
あ
つ
.た
に
違
ひ
な
い
0
-彼
0
;來
朝
は
、
か
く
し
て
そ
の
時
期
.士
彼
の
學
說
と
關
聯
し
て
ノ 

初
め
て
.充
分
な
る
意
義
を
見
出
し
得
る
。
淺
念
乍
ら
、
日
本
の
.外
交
史
.上
に
於
け
る
ス
.ミ
ス
の
活
蹓
も
、
今R
ま
で
全
.く
、
有
能
な
る
：
 

外
交
顧
問
と
し
か
理
解
さ
れ
て.ゐ
な
か
つ
た
の
で
あ'る
o
. 

' 

.

.(
五)

'
 

:

.

.

.

.

.’：

:

ス
：ミ
ス
の
來
朝
の
事
情
に
.就
.て
.は
原
資
料
が
充
分
來
め
.ら
れ
な
い
の
で
、
田
保
橋
潔
氏
に
據
る
こ
と
i

す
る
。
英
國
公
陡
パ
！
ク
ス 

.
0

專
瀨
核h

i

本
政
府
及
；̂
交
園
疫
不
快
を
招
ぃ
#

な
农
§ :

^

^
四
；̂

ぞ

灰

|

_

國
せ
故 

'
 

し
た
。
f

り
先
一
、方
來
國
公
使
デ
.a

ン
グ
は
*日
本
外
交
官
が
國
際
法
S

識
に
幼
稚
で
あ
る
か
ら
、有
力
な
る
歐
米
雜
學
者
を
顏 

問
と
し
て
招
聘
せ
ん
こ
と
を
す
\
め
た
の
.
.で.、
外
務
卿
澤
宣
嘉
•外
務
大
輔
寺
島
宗
.則
は
そ
の
好
意
に
感
謝
し
.て
人
選
を
デ
• 
ロ

ン
グ
に

, 

:1:往

し
、一,

方
駐
浓
少
辨
務
使
森
有
禮
に
訓
令
し
て
、
國
務
長
官
ハ
ミ
ル
ト
ン
•
フ
ィ
シ
ユ
に
交
渉
せ
し
め
た
。
フ
ィ
シ
ユ
は
s

f

A
'I 

し
.て
ス
ミ

.

ス
を
推
鹪
し
、
四
年
十
月
契
約
が
.成
立
し
た
の
で
あ
.る

波

_

座
日
本
歷
史
田
保
櫧
潔
著
•
朋
狀
外
交
史」

十
六
.頁
.以
T-
ン
0
:
.
.
'

:

任
務
は
國
際
籮
問
、
、給
料
は
最
高
給
な
る一

萬
元
、
任
期
は
初
め
三
ケ
？

あ
つV

、

後
に
ニ

ケ

年

：雪

し

た

.の

で

t

ぅ

o
,
西
 

洋
曆
：
f

 ニ
.：：
避

，
：
.日
本
®
で
#
^
サ

く

：：.：«
濱
着
の
日
は
不
明
で
ぁ
る
0
と
.に
角
、.
十
一

月
十
二
日
の
^
倉
そ
の
他
使
節1

行
.の
出
發
を
前
'に
し
.て
、
攻
府
泛
は
束
約
改
玉

の
評
定
が
頻
り
比
行
は
れ
て
ゐ
龙
頌
で
ぁ
る
ノ
ス
ミ
ス
の
名
は
十
月
_:
十

八

；
日

に

現

れ

：て

わ

る

0
即
ち
、
木
戶

*禍
地
が
#
藤
の
宅
を
訪 

れ
；
；

徽
時
間
に
沸
つ
て
ス
ミ
ス(

「

米
人
ぶ
^
ッ
十J)

と
相
談
し
•て
ゐ
る
。-

伊
藤
と
い
ふ
の
は
前
後
か
ら
判
斷
'1
.
:て
#
藤
博
文
ー
と
見
：て

誤 

な
か
ら
う
^
思
は
れ
各
■
:
彼
は
先
に
米
掘
に
擧
び
、
政
府
に
保
護
關
稅
を
說
き
進
^
た
事
は
前
に
擧
げ
た
:°
備
地
激
^
郞
も
亦
文
久
*

.
元
衡
设
苒
使
の
被
歐
頓
か
ら
外
國
語
夂
長
じ
.-:
'
:1
:ー»

伊
藤
博
文
の

下

-t
c
大
藏
省
雇
と
な
つ
て
四
年
に
は「

會
社
»」
を
|
|出
し
、
更
に
伊 

藤
.に
；從

て

激

迷

し

光

«
濟
此
關
す
る
調
査
を
有
ラ
て
歸
9
て
來
た
ば
か
り
で
ぁ
る
。
叉
後
に
、記
す
ょ
ぅ
に
、
.八
年
に
は
東
京
日
々
新
聞 

上
で
、V

保
護
質
.渴

を

飽

く

ま

で

潰

際

的

な

見

地

か

ら

論

^

^

彼

等

が

ス

ミ
ス
の
說
を
相
當
の
程
度
ま
で
理
«
し
得
た
と
解
し
て

' 

差
支
^
無

：炎

名

ぅ

。

木

岸

は

：
そ

:(
0
印
.象
.

廉̂
調
:0
;說
次
聞
不
少」

と
記
し
て
ゐ
る
。(

木
戸
孝
允
日
記
第
一
一
一一.

四
頁)

こ

©
.
翌

日

に 

は
彼
等
g

A
'o
て「

滌
逾
攻
JE
評
決」

が
行
は
れ
た
、
木
戶
は
你
出
發
の
前
日
に
も
ス
ミ
ス
を
訪
ふ
て
ゐ
る
0 

.
'
.
岩
倉

.

U

灯

は「

將

來

逝

米

_

加

合

衆

國

と

權
委
任
俄
を
取
R

に
#

藤
大
久
保
.が
-

旦
歸
朝
尤
：龙
。
: ^

の
：後
^

岩
倉
•
木
^

淼
等
.に
ょ
つ
て
交
.渉
は
續
け
ら
れ
、
_
:そ
0

降

素

文

は 

.
福
地
- 0

筆
跡
な
名
も
：©
:
が

覺

：
せ

も

れ

て

：
ゐ

名

:-
0(

明
治
文
化
全
德
第
汸
^

と
、
：我
方
は
，
關
稅
自
主
權
を
询
復
し
.-
.
>
_
税
目
改
疋
.往

ハ

ケ

洵

前

，
に

公

：達

す

：
：べ

爸

^

易

航

海

に

就

：
て

社

相

務

的

に

1

國̂
.の

約

款

龙

散

：

^

^
關
そ
の
他
五
：港
を
順
先
に
開
か
ん
と
す
る
點
は
、
意
見
の
ー
致
 ̂

货
部
る
3
又
0
本
案
&
^
:て
.は
：、
：
：外

人

居

往

地

玄

次

第

に

：
擴

張

す

：
る

と

.同

時

に3

1
の
：
居

留

地

規

則

を

^

0
、
瘙
 

名

:;
'但
银
旧
本
政
着
が
各
地
杧
裁
判
所
を
設
け
る
ま

.で始
領
事
裁
剕
權
を
認
め
ん
と
し
た
0

''
.ふ
結
局
£

於
交
.渉
^

六
^

拼
藤
汰
久
保
が
#
び
ヮ
シ
ジ
^
^

に
到
着
し
て
直
ぐ
中
^

に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
ス
：ミ
ス
が
大
5
 

^

働
い
龙
教
た
',
0
;森

资

秀

亮

氏

に

：依
れ

_

:-
'

&

ミ
：ス
の
意
^

に
上
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議
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改

疋

，
を

議

す/。
を
條
件
と
し
て
全
榴
_

狀
が
與
へ
ら
れ
た
。
し
か
る
に
米
國
は
そ
れ
を
拒
絕
し
、

一：方
歸
國
の
途
次
ヮ
.シ
ン
ト
ン 

を
過
ぎ
た
駐
日
獨
逸
么
使
フ
オ
ン
*
フ
ラ
ン
ト
は
最
澈
國
約
款
を
說
ぃ
て
、交
涉
を
各
箇
別
に
行
ふ
の
不
利
を
岩
倉
に
進
言
し
、
生
英

 ̂

學
坐
の
尾
度
貢
等
，̂
急g

渡
米
.

jy

て
改
正QE}

：

計
を
難
ず
る
等Q

事
が
あ
つ
て
遂
に
中
止Q

や
む
な
ぎ
に
至
つ
.た
の
で
あ
る
。(

辑
波 

講
座
日
本
歷
臾
_

遲

著

^

^
花
：奪

；

f

頁
i

同
歡
議 

三
二
三
I
三
ニ
六
頁
の「

會
議
の
節
洪
茶
見
：込
書
取」

に
見
ら
れ
る
o)

C
の
-フ
ォ
ン
•
フ
ラ
ン
ト
は
ゥ
シ
ン 

> ン
に
於
て
使
節
と
協
議
す
る
こ
と
五
日
間
に
及
ん
'
:で
ゐ
'る
が
、彼
に
は
ス
ミ
ス
^

づ

た

？

プ
ォ
-
ブ

ブ

.ラ
ン

ト

宛

ス

ミ.ス

の

壽

の

寫

し

を
-
:

s
外
猶
卿
等

：葉

ん

；
で
：
太

い

識

服

し

、

.t

j

感
謝
し
た
I

、
矢 
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の

：
建
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へ
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記
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屬
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L
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案
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萆
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し
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、
廟
議
は
此
等
奪
取
餘̂

て
裁
定
を
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へ
使
節
に
携
忖
せ 

し

め

た(

外
交
侦
面
史
談
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一

責

)

と
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六 年 21,635 28,107 6,472 //

七 年 ： 19,317 23,462 4,145 ; //

18:6L1 29,976 11,365 //

九 年 27,712 , ：23,965 3 ,747、- 出 超

十 年

.•-：：.
23,349 27,421

5'；' • /' . ■ ； t
>../'•* ■ t へ.'..-，..-.

! .金 •銀 輸 出 入 .

4,072
入 . 辱

輸 出 • ' . . 輸 入 ' _  ■ •

五 年

-TPJ
4,481

-Tfl
3,692

•TIU 
、 789 ' 出 超

六 年 5,123：. 3,081 2,042 "

七 年 13,995 ； 1,072 ス 、 12,923 1/

八 年 14,664 298 2,408 V

九 年 10,676 8,20)7 : 2,408 "

十 年 9,441 2,173 . 7,268 "

十 一 年 8,329
* ， '■

2.189 r 

( ― 年 々 至 四 苹 は 不 明 ）

6,140 "

m
治

m
ft
於

け

t
保

護

n

易

思

想

式

穴

C0

目.

の

八

2
五
三
四)



― 麗

l

i

l

l

f

 

E. P, 

I

 
の 

i
 

^

'.
'
■
•

'

•• V
I '

:

-

:

斯
か
る
狀
夢
の
下
に
於
て
政
府
户
で
は
先
っ
、
當
時0

模
範
官
營
政
策
•海
運
貿
易
獎
勵
■の
指
導
者
大
久
保
利
通
は
、
七
ド
瓦
丄
、

•
. 

月
f

推
定
さ
れ
て
ゐ
る「

醫
鬆
に
關
す
る
建
_

|

て
は
8

’の
7

力
，ン
チ
I

I

做
i

p

勵
^

^

m

r*
T
?は
、
橫
極
的
に
保
議
證
定
の
議
が
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
六
年
一一

月
に
海
關
税
則
取
調
の一

局
が
開
か
れ
：て
、
迫

;.
.
ぜ

頌

对

傷

行

の

雕

調

書

遺

來

上

讓

函

.

•

|

|

_

|

|建

議」

f

、

近

年i

流
i

っ

て

遂

：
.

|

|

層

ふ

: 

.

.輸

出

輸

入

の

不

利

I

ベ
I

關

證

定

の

急

務

を

，

て

章

 

.

.る
r

“

H

r% .
'

f
 ニ

妄

丄

|

項)

1

大
藏
卿
は
そ
§

日
|

て
太
政
官
に
議

 ̂

t
た
：

暴

f

於
て
も
纏
質
易
論
の
聲
が
高
.か
っ
た
の

で

、

八
年
十
一
月
意
外
務
卿
は
税
權
置
に
着
手
せ
ん
と
し
て
：
 

.

,
ゐ
る
.
o論

I

八
.

四

虐

と

■

_

に

着

長

吉

^
^

_

_

l

l

l s
l

l

l'
l

l

.

.-.
 

- 

-
:-
- 

.
;•
.;
.
•
.
*
+
*
-

■ 

.
*
>
.
.
.

 

i
?
. 

V 
■
 

.
 

.: 

'
 

.
 

v
v
 

..
 
.
 

- 

'
 

-
 

■
 

.
 

•
:
■
:
.
.
.

な
婦
1
 て

i

は

f

菪

見

る

气 

'さ
き
に
啓
蒙
的
自
咐
質
|

は
そ
の
S

的
追
求
4

本
主
襲
濟
機
柳
說
明
の
業
を
續
け
る
一 

ナ
.
.貨
際
的
政
I

と
し
て
は
保
靨

.

_
繁

；.へ：る
.

ベ

S

に

於

碧

I

霞

|

_

西

齡

l

、i

i

西
.
I

f

 

I

f

の
慶
_

_

塾
麵
が
保
_

貿
易
論
に
傾
>

:̂

事
は
環
0

顧
$

之

，
に

續

い

て

八

年

の

一

月

か

^
五
；月
に
刺
け
文
ゆ
新
聞
紙
上.に
質
易
論
郇
が
行
は
れ
た
の

：

で
：あ
；る
，
取京

日
々
'新
聞
に
嬢
っ

て
立
っ
. 

.幅s
?

)

郞
は
- ^
灌
_
届
を
繞
街
瑚
野
新
1

_

狐

報

知

新

聞

ー

等

忙

對

*
し
^
ゐ
^

露

ぜ

て
ゐ
た
. 0
し
か
る
に
彼
も
結
周
は
保
藝
易
論
奪
あ
り
単
に
そ
の
輕
A
し
く
實
施
し
傅
が
い
事
を
說<-
-
'
:
_唐

れ

っ
^
-

Q

セ
|

。

へ
-|
3

1
:;
»

:'
^
::
^
ぼ
;-
^
げ

嫌

聞

社

歌

ば
./
\

^

”
月

十
55
:
-
.十

六

，1平
 

十

ぼ
#
ぬ

風

ら

れ_

;
--
方

郵

便

報_

聞

で
_

育

十

跑_

_

_

.顯

_

_

_
«;
^

 

4大

. 

江

水「

海

關

税

說

」

'
三

月

二

十

七•二

十

九

•
三

十

 

一•
印
-
四
月
四
•
十
四
日g

和
田
啓
•三
の
社
說
が
福
地
に
應
酬
し
て
ゐ
る

C

特
に
和 

&
は

.'
;
運
遂
續
め
_
嗜

<?
;

.;
0
本
^

實

銀

を

指

摘

し

意

石

.

.
が

法

り
、.
f

五

段

匿

廣
■
百

之

と

い

ふ

人

の

が(

尙
福
地
の|g

す
る
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、

「

あ
け
ぼQ

」

に
誠
求
子
1
保
_
税
說」

が 

.^•
っ
た
如
ぐ
で
あ
'る
が
、
未
見
で
あ
る) 

> 

.

丨
急
時
期
に
續
い
て
は

^
十
¥
の

幸

John 

B
a
m
a
a
.
B
y
l
e
s

著
若
山
儀
一
譯「

自
由
交
易
穴
探」

や
.、
十

一

年

のR
o
b
f

 E
.

 

T
h
o
m
p
s

貝

-

s
a
a
l

 Science a
n
d

 

National 

w

o

o

l 

1S75 .

加
藤
政
之
.肋
譯
n交
際
論
附
經
濟
初
編」

馨

は

慶

應

軎

出

身
 

序

論

の

：蓊

史

の

部

分

の

み

を

»
出
す)

な
|

經
て
十
三
蒙
ら
田
〒
犬
養
の
論
钟
が
始
ま
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
七
八 

年
の
頃
'に
於
て
來
國
流
の
保
_
經

濟

論

は

、

政

治

家

，
宮

史

•思
想
家」

舣
の
通
論
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

'

’
■

’ 

s

•

.で
は
、
彼
を
經
濟
馨
と
勿
っ
裏
裏
け
た
者
は
無
か
づ
”た

で

管

ぅ

か

ー

前

に

述

：
ベ
：た

如

X

、
.
'四

年

にn
達

税

說」

を

朝

，

.
:
.
.
.
.
. 

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

•

.

.

.

.

.

.
-
- 

. 

. 

' 

.

.

•

...
叨
诒
初
頭
に

.於げ
る

'#
.謙
：質
易
思
想

..

W;'E,P

•首
i
p

I
 

f
 

’
；

'
.

.

.

. 

' 

.
•



?
;れ
系
茛
れ
方
り
る
仿
認
資
易
思
想
逄E

X
‘R.s3ithJ

の
来
約

■ 

. 

. 

S
, 

' 

- 

- 

■

七
.ニ 

--
0
1'
丄
.-三-*\
ン
-

虽
1

版
し
、
.使
節
に
も
隨
行—

|

叫
儀f

ブ
千
年
の
譯
出
に
な
る「

自
由
交
易
穴
探」

廣̂
£

序
文5

に
於
て
、

' -

ノ

L

 

j

l

i

 每
 

r

a

秦

い

て

t
.
所
に
、
彼
と
ス
ミ
ス
と
の
嘉
的
交
涉
を
藥
さ
せ

f

の
が
あ
る
。

ロ 

r

w

”

“
ス“
 > 人

「4

韻

“

 

つ

て

居

る

，。

極

め

て

豪

牧

な

る

饨

質

で

ぁ

つ

て

、

一
副
鳥
外
務
卿

•米
國
公
？

.

H

,

脫

ぎ

外

交

」

I

出
し
た
0

.

1生
活
は
日
本
人
に
擬
し
て
和
服
I

用

論

刀

を

I

て
外
. 

I

t

■

愚

-

^

碧

保

I

慕
活
外
交
農
ガ
令
後
も
木
刀
の
小
さ
い
の

I

か
ら
離
I

窆
 

か
ぅ
書
^

 

I

I

、

I

f

 

p 

E
か
ら
副
島
外
I

送

れ

塞

上

s

i

:

l

. 

-
• 

7
.
 

.
 

-
. 

•
■
■
«
■
•
• 

•
 

■
 

■
 

.
 

-
 

■
 

•
 

. 

.
、
：
 

.
 

. 

： 

.
 

.
 

•
 

：

.
•
+
:
.
.

ル
ノ
類
無
數
今
ブ
ィ

f

セ

ニ

，
ク
ス
等
も
歸
り
可
中
其
彼
ヵ
職
ヲ
嗚
ス
ュ
無
相
含
今
ニ
.年
麄

ふ

へ

i

“

I

f

 

f

 
レ 

i

 シ
メ
i

l

す
る
i

l

i

f

 
證

,

&

, 

(

一

九

三

八• 
ー
0

三

0

..
 

1
'千
八

1

.
ニ

十

ニ

年

版

グ

ィ

ル

へ

ル
.ム
•
フ
ォ
ン

‘

へ‘
ル
.マ
ン
著
，
'
. 

,

•
『

國
家
經
濟
硏
究』

■
’ 

‘
/

‘；
：
：
，”：
•
：

.

,

»

 

: 

•
 

-
 

■
 

•
 

■
:
; 

-
 
-
 

•
 

,
 

.

. 

. 

: 

. 

-
•
•■
■- 

- *
 

■
■ 

' 

■ 

知
}

.

.

.

福

？

.

- 

• 

, 
.
 

. 

.

-.
'.

. 

. 

.
:
.
.
. 

. 

- 
.
 

: 

■
-
 

.

.

.

. 

, 

. 

' 

V 

: 

. 

.
，
.

.

.

.

.

. 

.

.

. 
•

一
，

':
■:ヴ
ィ
ル
へ
ル
ム
•
フ
ォ
ン
•
ヘ
ル
マ
ン(Fri

£-richBenedik.t Wilhelm, von H
e
m
a
n
v

tt;

土
ル
ン
、
.デ
ィ
ン
ケ
ル
ス
ビ
ユ
丨
ル
に
生
れ
、
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン

.及
び
ヴ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
ダ
に
學
び
、

一

X

W
二
十一

部
、
エ
.ル
ラ
ン
ゲ
ン

に
於
い
て
官
房
學
講
師(

0
容

爲

d
e
r

. Kl
r
a
l
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
)

と
し
て
の
資
格
を
得
、
同
地
に
於
い
て

數

學

敎

师

と

爲

り

、
，
同

ニ 

:.
中
五
¥

:!1

ネ
ル
ン
.ぺ
ル
グ
.

Q
H

藤
學
.校
の
數
學
敎
授
に
擧
げ
ら
.れ
、
同
二
十
七
年
ミ
ユ
ン
ヒ
エ
ン
大
學
に

.於
け
る
官
房
學
の
臨
^
# 

,©(

s
s
s
e
*-
2
r
d
e
l
c
h
e
l
;

 professor )

に
任
ぜ
ら
れ
-
更
ら
に
同
三
十
三
卬
に
は
茁
敎
授(

|

|

1?>
*
1
1
兵

professor )

の
椅
子
に
着
き
、 

同
士
一
十
五
苹
に
は
ミ
ユ
ン
ヒH

ン
科
學
_
士
會
員
と
爲
つ
た
o
彼
れ
が
同
大
學
に
於
い
て
正
敎
授
，に
任
命
せ
ら
る
V
を
得
た
の
は
其
の 

前
年
、
即
ち
.

「

千

八

.，
百

三

十

ニ

¥
に
出
版
せ
ら
れ
た
彼
れ
の
名
骋『

國
家
經
濟
硏
究』

. .(

 s
t
a
a
f
i
r
t
h
s
c
h
a
f tliche. U

n
t
e

-Hsuchun

的en 

uber Verm6gen, 

w
i

a.hschaft, 

p-.
H
.o
d
u
c
t
i
v
i
s

'..der Arbeiten, 

Kapital, :
p

.Heis,

roewinn, 

s
-p
k
o 日 

m
s 

u
n
d

 

,
v
e
-H
b
r
a
u
&
o 

の
好
評
な
り
し
•に
曲
る
も
の
で
あ
る

o'
ノ 

'
• 

\

, \

へ
>

.
ノ
ン.■

紙
,

解
題

:

.

:

\
:
:.'
マ：
.
：
V;

ン

ひ

歲

..C1

■

九
.

)

..

.：


